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プロジェクト活動Ｓ，

ものづくり教育カリキュラム拡充プロジェクトＳ、１

工学基礎技術と未来への挑戦

ものづくりの設計･製図･製作･改良を構築するための対話型教育プログラム

環境教育を指向した学生実験の再構築と高度化

加藤清正にならう土木技術を活かしたまちづくりの実践

実時間制御系開発とソフトウェア工学の融合カリキュラム開発プロジェクト

｢その場観察一セルフチェック式学生実験の開発」

工学部創造教育におけるデザイン教育環境の充実

手書き設計教育における開放系建築設計演習授業プログラムの開発と拡充

学生災害ボランティアの課題抽出と実践

｢たたら体験｣を１ｏ倍活用するプロジェクト

機械部品の手触り

デザイン教育､創造性向上の為の授業開発｢スピーカーデザイン」

バイオプロセスの現状･課題と今後の展望を意識した生物化学工学の教育

機械工学導入講義用デモ機開発

工学部共通数学科目のblendedlearning化へ向けた教材の作成

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

実験ＢＯＸづくりと実空間の音響設計を中心とした体感型環境工学演習への拡充プロジェクト

光の｢ブラックボックス｣をレインボーボックスに手作り工作

●

5８



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１９年度年次報告書

３２従前採択課題継続支援プロジェクト

材料強度試験とネットワーク型有限要素法実習とを組み合わせた学習支援システムの構築

材料科学スキルアッププロジェクトーマテリアル･アート体験一

機械制御を通したプログラミング学習プロジェクト

接続教育のための補習教育の実施

情報通信技術を支える高集積化システムLSl設計技術者育成のための演習教材開発

｢ものづくり｣志向型社会環境コミュニケーション科目群の再構築

デザイン教育､創造性向上の為の授業開発調査

デザイン教育､創造性向上の為の授業教材開発

先端的制御理論の成果を組み込みソフトウェア技術で実現するプロジェクト

コンテスト参加想定型ものづくり実習教育カリキュラムの開発

｢ものクリ工房｣を活用した創造性教育実習授業の開発

｢たたら｣から始めるものづくり

8８



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１９年度年次報告書

３．ｓ先進ものづくり研究教育実践プロジェクト

工学部探検体験ものづくりコーナー

機械工学の異分野融合による新型熱輸送デバイス開発プロジェクト

まちなか工房を拠点とする地域と連携した実践的都市計画教育の試行

操縦型ロボットを想定した生体センサ援用遠隔アクチュエータの開発

航空宇宙を題材としたコンテスト参加型教育プロジェクト

1０５
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３４学生自主研究・構想実践プロジェクト

建築展２００７壁プロジェクト

｢スターライトかみのうら」

ネオンサイン倶楽部～キミの夢が光ってる～

マイコンを用いたライントレースカーの作成

愛･マテリアル博2007マテリアル･アート展

弧風院の"劇場空間化',プロジェクト－１００年

●

●

●

－１CO年後を見据えた空間の素材･色彩計画
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４．講演会

４．１工学部プロジェクトＸ

本学工学部の学生諸君に刺激となるような，そして元気が出るような，企業の先輩方の

現場での開発プロジェクトや挑戦の数々を話していただく機会として特別講演を企画した．

ＮＨＫの人気番組「プロジェクトＸ」（既に放送は終了）の名を借り，学外専門家による連

続講演という形で，基本的には卒業生に講師をお願いした．

先輩としての立場からの，在学生の励ましとなるようなお話を数多く聞く機会が得られ

たのは非常に有難いものであった．

魔球の謎を解き明かす－スポーツボールの飛翔における流体力学一

数回のスモールプロジェクトエックスで社長になった男の物語

『今だからこそモノづくりが面白い』

曰本の未来を支えるものづくり技術（その大切さ、面白さ）－産業用ロボットの研

究。開発を通して－

酸素輸液の意義と開発

半導体とソフトウェアでモータを回す～時代の要請に的確に応えるメーカの製品

■

■
■

■
■

化技術～

私の携わったエレクトロニクス産業

鉄鋼業の動向

■
■
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工学部プロジェクトＸ特別講演会実施状況(2007年４月-2008年３月）

：、'学科/系

1３１

回 期日 講師 題目 担当学科/系

第１６回 2007年

６月２８日（木）

１４:３０－１６:３０

清田武人

福岡工業大学工学

部知能機械工学科

教授（昭和42年生

産機械卒昭和４４

年院終了）

魔球の謎を解き明かす

－スポーツボールの飛翔にお

ける流体力学一

機械システム

第１７回 2007年

７月２０日(金）

１５：００～１７：００

小松通郎

触媒化成工業株式

会社代表取締役社

長（昭和４５年工

化卒）

数回のスモールプロジェクト

エックスで社長になった男の

物語

物質生命化学

第１８回 2007年

１０月１２日(金）

１５:００～１７:００

小牟田啓博

Ｋｏｍ＆CO．（株）代

表取締役社長、国立

京都工芸繊維大学

特任准教授

｢今だからこそモノづくりが

面白い」

ものづくりセン

ター

第１９回 2007年

１２月５日(水）

１５:３０～１７:２０

上田澄広

川崎重工業(株）執

行役員（昭和４５年

電気卒）

日本の未来を支えるものづく

り技術（その大切さ、面白さ）

－産業用ロボットの研究・開

発を通して－

情報電気電子

第２０回 2007年

１２月１３日(木）

１３:３０～１５:００

士田英俊

早稲田大学名誉教

授、早稲田大学理

工学研究所顧問研

究員

酸素輸液の意義と開発 物質生命化学

第２１回 2008年

１月２１日（月）

１４:３０～１６:００

白倉三徳

富士電機機器制御

(株）代表取締役

社長（昭和４３年電

気卒）

半導体とソフトウェアでモー

タを回す

～時代の要請に的確に応える

メーカの製品化技術～

情報電気電子

第２２回 2008年

１月２５日(金）

１４:４０～１６：１０

山崎正賎

技術士事務所代表、

日本技術士会会員、

日本ＩＥ協会会員

(昭和４１年生産機

械卒）

私の携わったエレクトロニク

ス産業

機械システム

第２３回 2008年

３月６日(木）

１６:００～１７:４０

松永成章

日新製鋼(株）取締

役副社長執行役員

鉄鋼業の動向 マテリアル
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熊本大学工学部プロジェクトＸ特別講演会実施報告

開催印
／、曰

＝

1３２

第１６回

講演題目 魔球の謎を解き明かす－スポーツボールの飛翔における流体力学一

講師名 構田武人

所属・役職 福岡工業大学工学部知能機械工学科教授

講師略歴 1963年３月広島県立三次高校卒業

1967年３月熊本大学工学部生産機械工学科卒業

1969年３月同大学院工学研究科生産機械工学専攻修士課程修了

1969年４月松下電器産業株式会社入社

1970年４月九州大学応用力学研究所助手

1984年２月工学博士（九州大学）

1985年４月福岡工業大学工学部電子機械工学科助教授

1989年４月同電子機械（現知能機械）工学科教授

開催日時 平成１９年６月２８日（木）１４：３０－１６：３０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約145名（大学院生約６６名、学部生約７９名その他の名）

教職員約１９名（教員１０名、職員９名）

一般・学外参加者２名

参加者合計約１６６名

講演概要 第１６回工学部プロジェクトＸ講演会において、「魔球の謎を解き明かす－スポーツ

ボールの飛翔における流体力学一」と題して、野球ボールに加わる空気力の精密測定

法の研究（ナックルボール・フォークボール・縦スライダー・カットボールの変化の

メカニズム)、高速回転するゴルフボールの空気力に関する精密測定法の開発、サッカ

ーボールの３次元飛翔軌道解析と自然風の影響下の実験（ミドルシュートにおける魔

球的変化のメカニズム）などについて、分かりやすく講演された。

第１７回

講演題目 数回のスモールプロジェクトエックスで社長になった男の物語

講師名 小松通郎氏

所属・役職 触媒化成工業株式会社代表取締役社長

講師略歴 S45熊本大学工学部工業化学科卒業

S４５触媒化成工業株式会社入社

S54-56東北大学客員研究生

S56-62ファイン関連材料開発

S62-H2ファイン関連商品の営業指揮

H2－８ファイン研究所長

H８取締役Ｈ１２常務取締役Ｈｌ４専務取締役Ｈｌ６副社長Ｈ１８社長

開催日時 平成１９年７月２０日（金）１５：００－１７：0０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生126名（大学院生９５名、学部生３１名その他の名）

教職員１４名（教員１３名、職員１名）

一般・学外参加者２名

参加者合計142名
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第１９回

講師名

属・役職

1３３

講演概要 講演者が，触媒化成入社して以来，研究・開発して来た超微粒子のｼﾘｶｿﾞﾙを研磨剤、

液晶、化粧品、半導体、眼鏡等へ利用するための技術開発とﾋﾞｼﾞﾈｽを展開の話を，個々

の例をあげて説明され，如何にして商品化に結び付けるか，またどのようなことを考

えて行けば良いか等，詳しく説明された。

また，企業での仕事とはどういうものか，如何にして社長までなることができたか，

また，企業人としての心構え等も話して頂いた。

た

また

。

， 学生時代にどのようなことを学んでおけば良いか等，示唆に富んだ話があっ

第１８回

講演題目 ｢今だからこそモノづくりが面白い」

講師名 小牟田啓博氏

所属・役職 Kom&CO． (株）代表取締役社長

講師略歴 1991年カシオ計算機デザインセンター入社。

2001年KDDIに移籍し、「audesignproject」を立ち上げ、デザインデイレクション

を通じて同社の携帯電話事業に貢献。

2006年幅広い領域に対するデザイン・ブランドコンサルティングの実現を目指して

KO､&CO・を設立。

国立京都工芸繊維大学特任准教授。

武庫)||女子大学非常勤講師

開催日時 平成１９年１０月１２日（金）１５：００－１７：0０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約９４名（大学院生約５７名、学部生約３６名その他の１名）

教職員約１５名（教員６名、職員９名）

一般・学外参加者７名

参加者合計約１２０名

講演概要 ＫＤＤＩａｕ在籍時における「audesignproject」を通してデザイン携帯開発の現場での

生産技術や，製品開発におけるエンジニアの仕事が重要であるということを，各デザ

イン携帯を例にとり講演．また，携帯電話の変遷など携帯電話に関わる外的要因に付

いてもお話頂いた．

後半では，ラジコンなど，‘性能と機能が表現されたプロダクト製品の話からロボット

等エンジニアがこれから必要な考え方について講演された．

第１９回

講演題目 日本の未来を支えるものづくり技術（その大切さ、面白さ）

産業用ロボットの研究・開発を通して

講師名 上田澄広氏

所属・役職 川崎重工業(株)執行役員

講師略歴 1970年３月熊本大学工学部電気工学科卒業

1970年４月川崎重工業㈱入社

1996年４月電子・制御技術開発センター開発部長

1998年７月電子・制御技術開発センターロボットプロジェクト部長

2002年４月理事就任

2004年４月システム技術開発センター畠１１センター長

2007年４月執行役員就任技術開発本部畠||本部長兼システム技術開発センター長

現在に至る

開催日時 平成１９年１２月５日（水）15:30-17:2０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数 学生約１１５名（大学院生約３５名、学部生約８０名その他の名）
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〔内訳〕 教職員約１１名（教員１０名、職員１名）

一般・学外参加者８名

参加者合計約１３４名

講演概要

日本の未来を支えるものづくり技術（その大切さ、面白さ）

－産業用ロボットの研究・開発を通して－

演者は１９７０年３月熊大工学部電気工学科を卒業した。１９４８年生まれで、いわゆる

700万人の団塊の世代の一人である。１９６９年には熊大紛争(学園紛争)により、工学部

}まバリケードで、封鎖され、研究･教育の機能が完全に麻癖する事態も経験したが、こ

の間に大学の先生、友人と日本の未来等を真剣に語り合えたことは有意義であった。

卒業と同時にものづくり企業に就職し、入社後２年目には、ものづくり（開発）の

最前線に送り出され（実態は人手不足で新入社員も前線に出ざるをえなかった？）、

日本の高度成長の後半を体験した。そこで、ものづくりの面白さと達成感を味わった。

また、ものづくりのスピードアップのため、現在、産学連携を戦略的に進めているが、

実を結びつつある。

二れらの経験を踏まえて、研究･教育の関係者、技術者および学生諸君にものづくり

の大切さ、面白さ、エンジニアのロマンを演者がものづくり企業の中で多くの時間を

費やしたロボットの開発、制御技術の開発、画像処理技術の開発等を通して語りたい。

ものづくりは、大きく分けて「エンジニアリングチェーン（マーケティング、商品

企画、研究･開発、設計、生産準備)」と「サプライチェーン（調達、生産、販売、保

守、廃棄)」に分れるが、その、各ステージおよび全体を通してのライフサイクルマネ

ジメントで、大学での工学の研究対象、工学部・工学研究科卒のエンジニアが大活躍

する場がある。一つの商品（ビジネスユニット）としての産業用ロボットもこれらの

チェーンでつながれ世に出て、ものづくりの現場で活躍する。

講演では、産業用ロボットの進化の歴史およびその未来、また、ヒューマノイドロ

ポットの制御、ＡＩ（人工知能)、画像処理技術を統合しルーピックキューブを解くロ

ポット「キューブ君｣、倒立振子を操るロボット、自律走行車、再生医療用の細胞培養

ロボットシステムなどについても紹介する。

彌垂〉

ヒューマノイドロボットの遠隔制御

第２０回

酸素輸液の意義と開発講演題目

土田英俊先生講師名

早稲田大学・名誉教授所属・役職

1960年３月早稲田大学大学院理工学研究科（工学博士）

1960年４月東京工業大学資源化学研究所研究員

講師略歴

1963年４月早稲田大学助手、講師、助教授を経て

1973年４月同学教授（理工学部、大学院理工学研究科）

2001年４月早稲田大学名誉教授

2001年４月早稲田大学理工学研究所顧問研究貝

現在に至る

1３４１

（内訳； 教職員約２１名（教員１Ｇ名、職員ユ名）

般・学外参ｶﾛ者８名

参":】者合計約ユ３４名

講演概要

第２０１６:：

識演題;：

講師名

酸素輸液の意義と開発

：:Ｉ：英俊先f：

所属・役職 IfL稲１;大学・名誉教授

講師略歴 1960患二３ノ］〔1稲;Ｈ大学大学院理一:学研究科。（‐:学博{:）

196昨晶４ノｌ東京I:業大学資源化学研究jナ研究員

ﾕ963捲瑁４ノｌＥ１稲;J1大学助ﾆﾃﾞ、講顛、功教授を経て

:973隼４月同学教攪〈理：学部、大学院理I:学研究科）

20014i､４ノ］ビL稲;Ｉ大学名誉教授

2001年４Ｊ］』ﾖ稲;H】大学理Ｉ､学研究ワニ顧問砂究員

現在iこ至る
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開催日Ⅱ

会場

第２１１コ

1３５

開催日時 平成１９年１２月１３日（木）１３：００－１５：００

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約８７名（大学院生約６５名、学部生約２２名その他の名）

教職員約１５名（教員１４名、職員１名）

一般・学外参加者０名

参加者合計１０２名

講演概要 まず，最初に本講演の講演者である早稲田大学名誉教授の士田英俊先生から，酸素輸

液の意義と研究開発の経過と今後の方向`性等について話があり，専門的な内容につい

ては，同伴者で現在研究を主体的に進めている２人の早稲田大学理工学術院の准教授

から研究内容の紹介があった。

(1)酒井宏水准教授は「輸血代替としてのヘモグロビン小胞体：現状と展望」のテー

マで

なく

，

，

講演され，ヘモグロビンをリン脂質小胞体に内包した人工赤血球は，血液型が

感染源を一切含まず，長期間備蓄して利用可能な酸素輸液であり，輸血代替と

しての効能と安全'性が明らかにされ，実現に向け具体化していることを実験結果に基

づいて説明された。

(2)小松晃之准教授は「アルブミンを用いた機能蛋白質の創製」のテーマで講演され，

遺伝子組み替えにより量産体制が確立されているヒト血清アルブミンの内部に機能`性

分子を包接させる方法，さらには部位特異的アミノ酸置換により所望の微少空間を構

築する方法により，「酸素輸送アルブミン」など，天然には見られないユニークな機能

蛋白質が創製できることを多くのデータに基づいて説明された。

第２１回

講演題目 半導体とソフトウェアでモータを回す

～時代の要請に的確に応えるメーカの製品化技術～

講師名 白倉三徳

所属・役職 富士電機機器制御（株）代表取締役社長

講師略歴 昭和４３年熊本大学工学部電気工学科卒
〃 富士電機（株）入社

現在富士電機機器制御（株）代表取締役社長

開催日時 平成２０年１月２１日（月）１４：３０－１６：００

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳］

学生約１０６名（大学院生約２５名、学部生約７１名その他の１０名）

教職員約１０名（教員１０名、職員０名）

一般・学外参加者４名

参加者合計約１２０名

講演概要 白倉氏は本学のご出身（昭和４３年電気工学科卒）で、高度成長期に鉄鋼業をはじめ

とした日本の製造業を世界一に導く原動力となったインバータをはじめとした電動機

制御設備の高度化開発にエンジニアとして身を投じられました。以後、経済環境が劇

的に変化していく中で、ＦＡやメカトロニクス分野における様々な技術要求に的確に応

えるために必要なメーカの製品開発技術力を変革し～世界最高レベルの製品を次々に

投入して、富士電機の産業用電機機器を世界的ブランドに育て上げてこられました。

現在は同社の代表取締役社長として経営に取り組み、中国をはじめとしたグローバル

な生産拠点構築、技術開発協力など、日本の産業界の今後を支えるチャレンジにも取

り組んでおられます。

講演では、このような経験を踏まえた日本のものつくりに対するメーカの技術対応

力の変革、今後向かうべきグローバル対応などについてお話をいただきます。
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第２２回

講演題目 私の携わったエレクトロニクス産業

講師名 山崎正賎氏

所属・役職 技術士事務所代表、日本技術士会会員、日本IＥ協会会員

講師略歴 昭和４１年熊本大学工学部生産機械工学科卒

日本電気株式会社・回路部品事業部相模原事業所などに勤務

現在技術士事務所代表

開催日時 平成２０年１月２５日（金）１４：４０－１６：１０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約204名（大学院生約１１名、学部生約１９３名その他の 名）

教職員約１４名（教員１２名、職員２名）

一般・学外参加者４名

参加者合計約２２２名

講演概要 講演の内容は以下の通りであった。

エレクトロニクス産業の進展の歴史、海外への進出などの他、人間関係・統計的なも

のの考え方・勉強の仕方等についても熱く語られた。

1）入社当時の社会的背景

2）私が携わったエレクトロニクス産業の動向

ア米国の優位性と“追いつき追い越せ”

イ通産省による
CＧ

日の丸コンピューター”

ウプラザ合意の日本産業へのインパクト
ユニ '情報システムでの武装

オ軽薄短小化の進展

カグローバル化する世界での生産戦略

３）私なりの反省

４）技術士(経営工学部門)への道

5）備考

ア戦後の日本の奇跡的な成長を支えた原動力は

イ米国産業界の取った、巻き返しの戦略

第２３回

講演題目 鉄鋼業の動向

講師名 松永成章氏

所属・役職 日新製鋼(株)取締役畠'１社長執行役員

講師略歴 昭和４８年日新製鋼株式会社入社

平成７年同社堺製造所生産管理部長

平成１１年同社商品技術部長

平成１３年同社取締役堺製造所長

平成１５年同社常務執行役員堺製造所長

平成１８年同社取締役畠'１社長執行役員現在に至る

開催日時 平成２０年３月６日（木）１６：００－１７：４０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約５７名（大学院生約２７名、学部生約２９名その他の１名）

教職員約11名（教員１１名、職員0名）

一般・学外参加者３名

参加者合計約７１名
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講演概要 世界の鉄鋼・ステンレス生産量の最近の推移を見ると、合従連衡によりメーカーの巨

大化が進んでいることと中国・ロシア・インド等の後発メーカーが積極的な拡大路線

を採っていることがわかる。日本鉄鋼業界の置かれた環境は、ここ数年、鋼材需要の

世界的需要急増により好業績を達成しているが、今後の環境は非常に厳しく、トータ

ルでの競争力強化が必要である。

日新製鋼は、国内に７つの製造拠点を持っている。その中で、東予製造所は平成１２

年６月に竣工した最新鋭の表面処理生産拠点であり、表面処理製品の量産拠点の建設・

次世代新メッキ製品「ZAM」の生産体制の確立・徹底した自動化に特化した労働生産性

の追求という３点をコンセプトとして立ち上げを行った。講演者はその計画から立ち

上げまでを担当した。東予製造所の生産能力は１８年下半期に計画量の月産６０千トン

を突破した。また、高耐食性のZAMメッキ鋼板は既存の溶融亜鉛系メッキ鋼板の問題

点を解決する次世代のメッキ鋼板として高く評価され、東予製造所の溶融メッキ生産

量のほぼ50%を占める商品となっている。ＺＡＭの高耐食'性は、Ｍｇの添加によりメッキ表

面に繊密なバリア皮膜が形成されることによって発現すると考えている。

(講演後の質問への回答）技術者として成功するためには、３０才代までに一生懸命努

力して、自分の核となる技術を身につけること、その過程で、問題を自ら見つけて解

決する力を身につけること、これが肝要である。
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４．２学科主催による学生向け特別講演会

建築とお金のはなし

数理で見るパターン形成

ニューラル機能に立脚した視聴覚環境の空間と時間設計理論と実践

●

●

●

マイコンを用いたライントレースカーの作成

リスク回避と価値創造をめざす工学一金融数学の本質一

□

●

『在京企業３社のものづくりとデザイン』
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５資料等

５．１学外発表・交流などの記録

学外発表・講演

８月８日～５日日本工学教育協会年次大会講演２２件

．ＩＴ時代における情報電気電子系学科での学生実験環境について－熊本大学工学部情報電気電子工学科での事例紹介－，汐月哲

夫，上田裕市，藤吉孝則，常田明夫，飯田全広

・初学者を対象とする機械制御を通したプログラミング学習プロジェクト，山口晃生，藤原和人

・カーボンナノチューブと強力磁場を使ったナノテクものづくりでステップアップ光学実験，横井裕之

「マテリアルエ学」を利用したものづくり体験プロジェクト，安藤新二，山下雅史，飯田直美

「ものづくり」志向型社会環境コミュニケーション科目群の再構築，重石光弘，星野裕司，山田文彦，佐藤晃，田中健路，

大谷順

・工学部におけるデザイン教育の試行一「面材の椅子」デザインと製作－，飯田晴彦，大渕慶史

・工学部におけるデザイン教育の試行一「私の欲しいスピーカー」デザインと製作一，飯田晴彦，大渕慶史

・熊本大学工学部もの・クリChallengeコンテスト，安藤新二，飯田晴彦，大渕慶史，両角光男
・材料組織の観察技術向上を目指して，森園靖浩，安藤新二，山室賢輝，津志田雅之，百田寛

・液晶の合成と液晶ディスプレイ素子の作製，緒方智成，栗原清二

・システムLSI設計技術者育成のための演習教材開発，久我守弘

・３次元ＣＡＤ導入による機械設計関連科目の授業実施体制拡充，峠睦，有吉剛拾，大嶋康敬

・実験をとおして理解する建築構造力学一建築構造演習の試み－，岡部猛，山成實

・コンテスト参加想定型ものづくり実習教育カリキュラムの開発，大渕慶史，飯田晴彦，増村匠

「ものクリエ房」を活用した創造性教育実習授業の開発，大渕慶史，飯田晴彦

・楽器製作を通した創造性教育の試み，塚本公秀，大渕慶史

・ＰＢＬ科目としての機械式時計製作の試み，大渕慶史，飯田晴彦

・大学院教育へのプロダクトデザインの導入，大渕慶史，飯田晴彦

・伝統技能の保存と継承のためのマルチメディア活用技術の開発，大渕慶史，野口雅史，吉留徹

・デジタルツールを用いた機能・意匠統合型設計，大渕慶史，増村匠

・建築都市計画教育におけるサテライト研究室の役割と効果_熊本大学工学部まちなか工房の取り組みその２－，両角光男

・観察・提案型地域学習における,情報共有と相互触発の技術一画像マッピングシステムとカードブレーンストーミング技術導入効果

の考察－，前田芳男，両角光男，大西康伸，城山侑介

１１月１６日（金）日本航空宇宙学会西部支部（熊本）

・金属線爆による電気推進のための基礎研究，波多英寛，井戸義人，藤原和人，廣江哲幸

１２月７日（金）「第５回ものづくり・創造性教育に関する取り組みシンポジウム」（於東京工業大学）にて講演

・ものづくり実習授業の教養教育としての展開，飯田晴彦，大渕慶史

１２月日本建築学会第３０回情報・システム・利用・技術シンポジウム論文集，pp260-263

「小委員会企画研究集会,ＢＩＭ活用への試み－教育界と産業界の今一｣，大西康伸

「建築設計教育におけるＢＩＭの活用事例一構法・構造教育の導入一｣，大西康伸

輪文

公文誠，鳥越一平，水本郁朗，山口晃生，神澤龍市，大嶋康敬

インタラクティブな機械工学実験(振動実験)の試み

工学教育，ＶＯＬ５５，No.３，ｐｐ､93-98,2007
大渕慶史，飯田晴彦，両角光男

工学部全学生を対象としたデザイン教育の開発

工学教育，５５巻，３号，ｐｐ､87-92,2007

溝上章志，橘内次郎，齋藤雄二郎

熊本電鉄の都心乗り入れとLRT化計画案実施に伴う利用需要予測，および費用対効果の実証分析

（DemandandCost-BenefitAnalysisofUpgradingtheLocalRailwayintoLRTSystemanditsExtensiontotheDowntown）
土木学会論文集Ｄ，ＶＯＬ６３，No.１，ｐｐｌ-13,2007

溝上章志，柿本竜治，江川太一

交通整序化と来街者の回遊活性化，および高度利用の視点から見た都心部における時間貸し平面駐車場の利活用方策

（InvestigationintoOpen-airParkingLotsandUser'sExcursionBehaviorafterParkingintheKumamotoCityCenter）土木計
画学研究論文集，No.２４，ｐｐ661-670,2007

学外コンテスト

・学生自主プロジェクト関連

「マイコンを用いたライントレースカーの作成」

情報電気電子代表：上薗尚行アドバイザー：岡島寛

・教育プロジェクト関連

「時間制御系開発とソフトウェア工学の融合カリキュラム開発プロジェクト」
情報電気電子汐月哲夫

ＭＤＤロボットコンテスト全国総合２位

・研究プロジェクト関連

「航空宇宙を題材としたコンテスト参加型教育プロジェクト」
機械波多英寛

コンテスト：熊本大学夢科学探検
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２００７年１１月３日（士）

熊本県（熊本大学）

安全環境科学研究室，衝撃プロセスエ学研究室

君も飛ばしてみないか！モデルロケットコンテスト化血研賞優秀賞を受賞
日本航空宇宙学会西部支部第９回手作り紙飛行機コンテスト

平成１９年１１月１６日（金）

熊本県（熊本大学）

飛行距離部門３位佐嶋圭介

飛行時間部門３位真島隆志‘

（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA）種子島宇宙センター，種子島ロケットコンテスト大会実行委員会
第４回種子島ロケットコンテスト

平成20年３月２１日（金），２２日（士）

鹿児島県（宇宙航空研究開発機構種子島宇宙センター竹崎射場）

ロケット部門（高度）１位熊本大学ASKU（浦島正人）

審査員特別賞：㈱IHIエアロスペース賞熊本大学安全環境科学研究室三菱重工業㈱賞熊本大学ASKU

企画行事など

１１月１７日（士） 熊本市立黒髪小学校PIykの依頼により「ものづくり教室」を実施センター専任教員大渕慶史

他大学訪問など

８月２６，２７日岡山大学のキ

センター専任教員大渕慶史

９月１４日（金）秋田大学資１１

センター専任教員大渕慶史

９月１５日（±）秋田公立美ク

センター専任教員大渕慶史

１０月２６日（金）山口大学１

センター専任教員大渕慶史

１１月３０日（金）福岡工業ブ

センター専任教員大渕慶史

３月１５日（士）日本工学教了

センター専任教員大渕慶史

岡山大学の特色GP講習会「コミュニケーション教育とデザイン教育の訓練法」に参加
員大渕慶史，飯田晴彦

秋田大学資源工学部ものづくり創造工学センター見学

員大渕慶史，飯田晴彦

秋田公立美術工芸短期大学見学

員大渕慶史，飯田晴彦

）山口大学ものづくり創成教育センター「デザインと工学の連係」に参加，ものづくり創成センター見学
員大渕慶史，飯田晴彦

）福岡工業大学モノづくりセンター「平成１９年度プロジェクト活動成果報告会」に招待参加
員大渕慶史，飯田晴彦，技術補佐員１名

日本工学教育協会第２回ワークショップ「エンジニアリング・デザインの指導法」に参加

施設見学(まちなかエ房）

４月１９日（木）内閣官房中心市街地活性化本部

田口左信企画官，原田卓三参事官補佐

６月１３日（水）経済産業省中心市街地活'性化室

間宮淑夫室長

７月１１日（水）栃木県

福田富一知事,鈴木峰雄様，西須紀昭様，伊藤美智雄様・津野剛之様,今泉信男様
熊本県地域振興部交通対策室

内田清之様

８月２７日（月）多摩大学経営,情報学部都市プロデューサー

望月照彦教授

デザイントドロキ

轟多朗様

９月７日（金）ＲＫＫ

田尻俊次様，山本文雄様

１０月２６日（金）内閣官房地域活`性化本部

山本繁太郎統合事務局長

１１月６日（火）金沢市

市村達也市企画調整課主査，東川庄一竪町商店街振興組合理事長

岡山市

高次秀明市企画局次長，古市大蔵商工会議所都市づくり委員会委員長

１１月２７日（火）倉敷市議会

松浦謙二議員，大野治議員，赤木ゆうすけ議員，荻野雅士事務局議事調査課主任

１２月１９日（水）オレゴン大学

Ｎａｃｙｙｅｎｇｃｈｅｎ教授

２月１８日（月）早稲田大学

佐藤滋教授

３月５日（水）多摩大学経営情報学部都市プロデューサー

望月照彦教授

その他市内各商店街・婦人会の皆様大学関係者学生他
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５．２運営組織

ものづくり創造融合工学教育センタースタッフ

センター長（併任）両角光男教授

専任教員大渕慶史准教授

特定事業教員飯田晴彦特任准教授

特定事業教員冨士川一裕

特定事業教員前田芳男

技術補佐員荒井光一

技術補佐員伊元友明

技術補佐員清水勲

技術補佐員下垣喜司郎

技術補佐員西村義隆

事務補佐員下田いずみ

事務補佐員前田和美

事務補佐員山野由美

委員会

(１）ものづくり創造融合工学教育事業運営委員会

委員長谷口功教授（工学部長）

両角光男教授（センター長（併任)，建築学科）

里中忍教授（副学部長）

山尾敏孝教授（社会環境工学科）

伊藤重剛教授（建築学科）

石飛光章教授（機械システムエ学科機械系）

河原能人教授（マテリアルエ学科）

中村有水教授（情報電気電子工学科）

横井嘉孝教授（数理工学科）

國武雅司教授（物質生命化学科）

西川秀雄事務長（自然科学系事務部長）

(２）ものづくり創造融合工学教育事業専門委員会

委員長両角光男教授（センター長（併任)，建築学科）

大渕慶史准教授（センター専任）

飯田晴彦特任准教授（センター専任）

山田文彦准教授（社会環境工学科）

大西康伸助教（建築学科）

岩本知広准教授（機械システムエ学科）

横井裕之准教授（マテリアルエ学科）

久我守弘准教授（情報電気電子工学科）

金大弘准教授（数理工学科）

澤田剛准教授（物質生命化学科）

河原正泰教授（ＦＤ委員会委員長）

本間里見准教授（大学教育機能開発総合研究セン(大学教育機能開発総合研究センター）

(３）プロジェクト研究開発専門委員

里中忍教授（研究推進委員会委員長）

大本照憲教授（社会環境工学科）

石原修教授（建築学科）

渡邊純二教授（機械システムエ学科）

黒田規敬教授（マテリアルエ学科）

川路茂保教授（情報電気電子工学科）

大島洋一教授（数理工学科）

栗原清二教授（物質生命化学科）
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５．３運用規則など

１．『まちなかエ房』の利用について

１．休日及び平日の１６時以降にまちなか工房（以下、「工房」という）を利用する場合は、事前に「鍵」を、工学系総務係で受領
してください。

貸出日：平日に利用する場合は当日、また休日に利用する場合は、直前の勤務日

返却日：原則として利用した日の翌日（休日に利用した場合は直後の勤務日）

２．施錠等は、利用責任者が責任をもって行ってください。

その際、カウンターに設置してある【カギ開閉管理表】に記入してください。

３．工房入場者は、必ずカウンターに設置してある【受付用紙】に記入して下さい。

なお、団体での入場の際は、責任者の方がまとめて記入してください。

例）日付責任者名他学生Ｍ１○名、Ｍ２○名等

４．ブラインドの開閉に注意してください。

東側のブラインドは、必ず赤いヒモで向きを縦にした状態で開閉してください。

青いヒモで左右横向きになります。

５．関係者以外、研究スペースに設置してあるパソコン等の機器には触れないでください。

６．工房の利用が終了したら、以下の点について確認してください。

①清掃等を行い、工房利用中に生じたゴミは、全て持ち帰ってください。

②机・椅子・プロジェクター等を使用した際は、必ず元にあった場所に戻してください。

③窓閉め（展示・ゼミスペース、同カーテン裏の収納、研究スペース、トイレ、水まわり、入り口横窓）

④ブラインド閉め（展示・ゼミスペース、研究スペース）

※大型ブラインドを降ろすためのかぎ棒が傘立てにあります。

⑤電気・換気扇（展示・ゼミスペース１個、研究スペース１個、トイレ各１個）・空調機（展示・ゼミスペース２個、研究

スペース２個）のスイッチが『OFF」になっているかを確認してください。

⑥ポットを使用した際は、必ずコンセントを抜いて電源を切ってください。

⑦入口の鍵を閉めて、鍵は期日までに必ず返却してください。

７．工房内は、『禁煙」です。

エ学部まちなかエ房展示・ゼミスペースの使用申し込み規約

まちなか工房の展示・ゼミスペース使用を希望する場合は、別添の使用申込書を送付して申し込む。

申し込みは工学部職員（非常勤等を含む）が責任者となることを基本とし、その場合は、当面、使用料を徴収しない。学外

者の場合は、本学の施設利用規程に従う。

使用期間は連続２日間以内、申し込み受付は使用開始日の１ヶ月前からとし、申込順に受け付ける。ただし、学部や学科行

事、学会等の付随行事、工房の企画行事による使用など、特に早い段階からの予約が必要な理由や、長期間利用が必要な理

由を、ものづくり創造融合工学教育センター長（以下センター長）に申し出た場合は、別途考慮する。

申込書は、工学部まちなか工房の事務担当者宛てに、Ｆａｘ（０９６－３２６－９５０２）またはメール添付で送付する。事務

担当者は、速やかに受付の可否を責任者に通知する。同日申し込みのものについては同時と見なし、関係者間で協議して調

整する。

使用許可を受けた者は前日までに工学部総務係または、まちなか工房で、鍵及び利用上の注意を記載した文書を受け取る。

また使用が終了した場合は、当日、終了が夜間または休日に及ぶ場合はその翌日に、鍵を受領場所に返却する。特に初めて

使用する責任者は、前日までに工房で事務担当者の説明を受けるものとする。

なお、工学部まちなか工房の研究スペース定期使用負担金を支払って、研究室を定期使用している教員が責任者となって、そ

れ以外の者による予約がない時間帯に展示・ゼミスペースを使用する場合は、上記記載の手続きを特に必要としない。

●
●
■

｜【）←一勺。。□へ（四一／】

３．

４．

５．

６．

３．熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センターものクリエ房運営規則

学生諸君の想像力やものづくりの感性を育て、分野の境界を超えて柔軟に思考しながら社会をリードするような技術者やデザイ

ナーを多数輩出したい。本学部では、そうした願いからこの「ものクリエ房」を整備した。道具を使って実際にモノを組み立てあ

るいは分解する、またモノを囲んで討論し五感を総動員しながら新しい価値の創造に挑戦するなど、身近な「ものづくり」実践の

場として活用されることを期待して、この運営規則を定めた。

（１）利用目的

ものクリエ房は以下の目的で使用することができる．

・学生および教職員の自主的創作活動

・センターが募集するプロジェクトテーマの創作活動

・センターが主催する企画・行事

・専門科目中の共通科目的な実験・実習

・卒業研究・課題研究などに関連する創作

・その他授業，研究，学生実験等でセンター長が特に許可したもの

（２）利用条件

ものクリエ房を利用するものは以下の条件を満たしている必要がある．

・利用者は、本学の学生・教職員，およびセンター長が特に許可したものとする．

・学生教育研究災害傷害保険または左記相当の災害傷害保険に加入していること．

・ライセンスの必要な設備・機器を利用する学生は，事前に工房主催の講習会を受講し，機器の操作ライセンスを取得しなけれ

ばならない．

（３）利用時間帯
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ものクリエ房の利用は原則として以下の時間帯とする．

・平日（月～金，ただし祝祭日を除く）１０：００～１９：００

また，時間外の利用に関しては，別に定める運用時間外の利用規約による．

（４）プロジェクトスペースの利用

ものクリエ房のプロジェクトスペースの利用は，別に定める使用申し込み規約による．

（５）安全に関する規則

ものクリエ房の利用の詳細に関しては，安全確保のための規則を別に定める．

（６）その他

その他，ものクリエ房の利用の詳細に関しては，細則を別に定める．

４．『ものクリ工房』の利用について

１．一般の利用時間帯は平日（月～金，ただし祝祭日を除く）の１０：００～１９：００です．

２．工房利用者は，必ず受付に設置してある【受付用紙】に記入してください

なお，団体での利用の際は，代表者がまとめて記入してください

例）日付利用時間代表者名他学生Ｍ１○名，Ｍ２○名

指導教員・担任利用機器利用目的等

３．工房設置の一部の機器の利用には，センター発行のライセンスが必要です．機器の操作の難易度・危険度の違いにより，安全

講習を受講することで取得できるライセンスと技術職員の指導を受けて個別の機器に対して取得するランセンスの２種類があ

ります．詳細は工房の担当職員に問い合わせてください．

４．工具やプリンタ消耗品などに関しては，利用者が準備するもの，利用に応じて課金するものがあります．詳細は工房の担当職

員に問い合わせてください．

５．関係者以外，プロジェクトスペースに置いてある機器や製作物などには触れないでください．

６．工房の利用が終了したら，以下の点について確認してください

①清掃・整理整頓等を行い，工房利用中に生じたゴミは，全て処理してください．

②机・椅子・借り出しの機器等を使用した際は，必ず元の場所に返却してください．

③利用に際して持ち込んだ器具・装置・材料などは全て持ち出してください

７．必ず安全な服装で作業してくださいまた，工房内（屋外の屋根付作業スペースを含む）は『禁煙｣，および屋内外の作業スペ

ースは「飲食禁止」です．

８．備品の損壊や事故などが起きた場合は，直ちに指導教員・担任，および工房の担当職員に連絡してください

注）なお，上記項目に違反した場合は工房の使用を禁止する場合があります．

５．ものクリエ房の運用時間外の利用規約

１．休日及び平日の１８時以降|こものクリエ房（以下，「工房」という）を利用する場合は，許可が必要です．事前に教職員の責任

者が，工房利用許可願いを提出し許可を得ること．また，学生だけでの使用は認めません．必ず責任者の同伴が必要です．

２．事前に「鍵」を，学科のものづくり委員か工学系総務係で受領すること．

貸出日：平日に利用する場合は当日，また休日に利用する場合は，直前の勤務日

返却日：原則として利用した日の翌日（休日に利用した場合は直後の勤務日）

３．施錠等は，利用責任者が責任をもって行うこと．

その際，受付に設置してある【カギ開閉管理表】に記入すること

４．工房の利用が終了したら，以下の点について確認すること．

①清掃等を行い，工房利用中に生じたゴミは，全て処理してください．

②机・椅子・借り出しの機器等を使用した際は，必ず元の場所に返却してください．

③利用に際して持ち込んだ器具・装置・材料などは全て持ち出してください

④窓閉め・ブラインド閉めを確認してください

⑤気・換気扇・空調機のスイッチが「OFF』になっているかを確認してください

⑥備え付けの機器を使用した際は，必ず電源を切ってください．

⑦入口の鍵を閉めて，鍵は期日までに必ず返却してください

６ものクリエ房プロジェクトスペース使用申し込み規約

１．工学部附属ものづくり創造融合工学教育センターものクリ工房（以下工房）のプロジェクトスペース使用を希望する場合は，
別添の使用申込書を提出して申し込む．

２．申し込みは工学部教職員（非常勤等を含む）が責任者となることを基本とし，その場合は，当面，使用料を徴収しない．

３．使用期間は連続７日間以内，申し込み受付は使用開始日の１ケ月前からとし，申込順に受け付ける．

４．できるだけ多くの共同利用を可能にするため，同一責任者の３回連続の更新は原則として認めないただし，学部や学科企

画，工房の企画による使用など，特に早い段階からの予約が必要な理由や，長期間利用が必要な理由を，ものづくり創造融
合工学教育センター長に申し出た場合は，別途考慮する．

５．申込書は，工房の担当職員宛てに，持参，またはメール添付で提出する．担当職員は速やかに受付の可否を責任者に通知す
る．同日申し込みのものについては同時と見なし，関係者間で協議して調整する．

６．使用許可を受けた者は，前日までに工房で利用上の注意を記載した文書を受け取る．また使用が終了した場合は，持込の器具・

装置・材料.生じたごみ等は全て持ち出す．特に初めて使用する責任者は，前日までに工房の担当職員の説明を受けるものと

する．なお，予約がない時間帯に工房の利用者がプロジェクトスペースを短時間使用する場合は，上記記載の手続きを特に
必要としない．
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